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小さな達成を積み重ねる目標管理術

2002年の入社以来、私は多くの現場に携わってきました。日々状況が変化する建
設現場においてモチベーションを維持するコツは、大きな目標を細分化し、身近
な課題を一つひとつ積み重ねることです。目の前の工程を確実にクリアすること
で得られる充実感は、次のステップへ向かう大きな原動力になっています。
また、週末は趣味のサウナでリフレッシュする時間を大切にしています。サウナを
通して心身を整えることで、休み明けの仕事への活力を養っています。このような
「自分なりの切り替え」を持つことが、長く仕事を続けていく上での秘訣ではない
でしょうか。

座右の銘は「One for  al l ,  Al l  for  one」

私の座右の銘は、ラグビーや小説『三銃士』でも有名な「One for all, All for 
one（一人は皆のために、皆は一人のために）」です。現場は個人の力だけで
成立するものではなく、協力会社様や取引先様を含むチーム全体の結束が
あってこそ、最良の成果を生むことができます。独善的な判断を排し、日頃の
コミュニケーションを通じて誰もが意見を出し合える環境づくりを徹底してい
ます。今後もこの精神を大切に、組織一丸となって皆様の信頼に応えられるよ
う邁進する所存です。

声援
月間ＭＶＰ賞

※月間ＭＶＰ賞は当社社員だけではなく、協力会社の皆さまも表彰の対象となっています。自薦、他薦は問いません。多くの受賞者が出ることを期待しています。

（推薦者：東京支店 工事部 部長　Sさん）

武田線新設工事（管路）その2工事において、株式会社関電工様よ
り表彰されました。厳しい環境下で安全かつ品質を維持した結果
です。ここに、月間MVP賞へ推薦いたします。Aさん

東京支店 工事部

推薦理由

受賞者

Mさん東京支店 工事部
副部長

飲み物もこの季節限定で、いつものコーヒーからハーブティー

に変えてみてはいかがでしょうか。「べにふうき茶」や「てん茶」

は、ムズムズ感の緩和に役立つと注目されています。そのうえ

美容や健康にも良く、まさに一石二鳥！体の中からバリア機能

を高め、揺らがないコンディションを目指しましょう。

ムズムズを和らげる、
季節のお茶を取り入れる花粉に負けない体を作るには、免疫力の要

である「腸」のケアが欠かせません。朝食に

ヨーグルトや納豆などの発酵食品を取り入

れ、腸内環境を整える「腸活」を意識しま

しょう。食物繊維が豊富な根菜類をプラス

するのもおすすめです。

発酵食品で免疫力を高める「腸活」

体の内側からバリア機能を整える

暖かくなり、徐々に花粉が舞う季節となりました。「またあの季節か」と憂鬱になる前に、

今年は少し視点を変えてみましょう。この時期を「暮らしを見直す好機」と捉え、早めの準備で心身を整える。

そんな賢い春の迎え方が、毎日をより豊かにしてくれます。

花粉対策のススメ花粉対策のススメ
「我慢する春」から「楽しむ春」へ


